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福
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意

書

政
府
は
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ
て
広
範
囲
に
飛
散
し
た
国
土
の
汚
染
状
態
を
解
決
す
る
「
除
染
」
を
国
家

的
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
試
算
値
が
当
然
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
八
月
二
十
三
日

に
は
、
衆
議
院
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
特
別
委
員
会
に
対
し
、
福
島
第
一
原
発
の
原
子
炉
か
ら
の
大
気
中
へ
の
放

射
性
物
質
の
放
出
量
に
つ
い
て
核
種
ご
と
の
試
算
を
提
出
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

三
月
十
一
日
の
地
震
と
津
波
以
降
の
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
福
島
第
一
原
発
第
�
号
機
、
�
号
機
、
�
号
機
に

当
初
、
装
荷
さ
れ
て
い
た
ウ
ラ
ン
燃
料
の
号
機
ご
と
の
量
は
い
く
ら
か
。

（
二
）

こ
れ
ら
各
号
機
の
事
故
発
生
時
ま
で
の
運
転
時
間
（
各
号
機
の
燃
焼
状
況
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

三
月
十
一
日
の
地
震
で
原
発
が
停
止
す
る
ま
で
の
間
に
、
原
子
炉
内
（
燃
料
被
覆
管
内
）
に
蓄
積
さ
れ
た
ウ
ラ
ニ
ウ

ム
（
U
）
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
（
Pu
）
の
同
位
体
を
含
め
た
核
分
裂
性
物
質
の
そ
れ
ぞ
れ
の
放
射
線
量
は
、
�
号
機
、
�

号
機
、
�
号
機
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
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（
四
）

そ
の
う
ち
、
燃
料
被
覆
管
の
破
損
に
よ
っ
て
大
気
中
と
海
洋
へ
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
核
種
別
の
放
射
線
量

は
、
号
機
ご
と
に
い
く
ら
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
五
）

現
在
、
原
子
炉
建
屋
内
と
冷
却
系
（
事
故
処
理
の
た
め
に
構
築
し
た
も
の
を
含
む
）
に
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
ウ
ラ
ニ

ウ
ム
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
核
分
裂
性
物
質
の
核
種
別
の
放
射
線
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

（
六
）

大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
中
で
、
森
林
と
田
畑
と
住
宅
地
、
お
よ
び
海
洋
に
降
下
し
た
量
の
比
率
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
七
）

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
し
て
「
除
染
」
を
進
め
る
考
え
で
臨
ん
で
い
る
の
か
。
政
府

の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


